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＜病棟連絡事項＞
・2/5、7で法人研修があります。参加できる方は参加しましょう。
＜ベッドコントロール＞
・沢田　徳則様～北病棟への移動準備をしていきましょう。
・石田　喜明様～南病棟の移動候補にするのは可能か主治医へ確認していきます。

＜患者様連絡事項＞

・佐藤　俊也様～2/7 15:00で面談を行うこととし、PSWより訪問看護おはなに左記日時の連絡をする事となっています。
・藤井　孝蔵様～八戸赤十字病院への受診について、診療情報提供書が作成でき次第、PSWより地域連携室へ連絡することになっています。
＜田名部Dr.診察情報＞
・大山　広美様～AAの参加について、主治医よりインフルエンザの流行もある為、控えるようにと指示があります。臨時薬FK散が本人希望にて中止となっています。
・成田　賀枝様～シンラック液が1本処方となっています。

・杉澤　恵子様～レボフロキサシンの処方希望ありますが、シアノコバラミンへ変更となり1本処方となっています。

・沢田　徳則様～腰痛があるためにイライラ感が出現すると話されています。臨時薬リリカが中止となり、ロキソプロフェンNa＋レバミピドが処方となっています。

・夏堀　麗紗様～本人よりデイケア見学の希望あり、主治医より日程調整するよう指示を受けています。
・高橋　義明様～眼球上転や奇異行動があったことを主治医へ報告しています。臨時薬が一部変更となっています。

・尾嵜　マリ子様～臨時薬カルボシステイン錠は継続処方となっています。同室者への不満を話し、居室変更を希望しています。

・泉川　ケイ子様～診察室への入室を拒否したため、自室にて診察をしています。診察中は落ち着いて受け答え出来ており、身体疼痛の悪化はないこと話されています。

＜皮膚科診察情報＞

・沼端　恵子様～両足底の鶏眼に今週金曜日スピール膏貼付し、2/12摘除予定となっています。忘れずに行って下さい。

・丸尾　貴史様～両足・爪が白癬症の診断となり、ケルガー液が処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～体幹・四肢が乾燥性皮膚炎の診断となり、デルモゾールDP軟膏が処方となっています。

・藤井　孝蔵様～左下腿にゲーベンクリーム＋ガーゼ保護の指示が出ています。

